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1.  平成21年3月期第2四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第2四半期 77,007 ― 1,214 ― 1,126 ― 690 ―

20年3月期第2四半期 71,200 △6.6 △319 ― △377 ― △2,200 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第2四半期 3.06 3.00
20年3月期第2四半期 △9.74 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第2四半期 173,291 53,028 29.7 227.93
20年3月期 173,198 52,556 29.4 225.76

（参考） 自己資本   21年3月期第2四半期  51,461百万円 20年3月期  50,981百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 0.00 0.00
21年3月期 ― ― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ― 0.00 0.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 152,500 5.4 2,900 294.2 1,900 ― 800 ― 3.54

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、3ページ【定性的情報・財務諸表等】4．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（1）本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の数値等は、今後様々な要因により大
きく異なる可能性があります。業績予想に関する事項は3ページ【定性的情報・財務諸表等】「3.連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
（2）当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基
準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年3月14日 企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結
財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第2四半期  226,536,329株 20年3月期  226,536,329株

② 期末自己株式数 21年3月期第2四半期  761,086株 20年3月期  711,509株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第2四半期  225,805,595株 20年3月期第2四半期  225,841,221株
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【定性的情報・財務諸表等】 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第 2 四半期連結累計期間のわが国経済は、世界的な金融不安の影響及び急速な円高などに加

え、原油・素材価格は落ち着きを見せつつあるも依然として高水準にあり企業収益を圧迫してい

ることや、先行きの不透明感から個人消費や設備投資の縮小が懸念されるなど、非常に厳しいも

のとなっております。海外においても、米国経済は、サブプライムローン問題に端を発した金融

不安が実体経済に影響を及ぼし、住宅価格の下落、雇用環境の悪化を背景に景気悪化懸念がより

一層高まりました。また、欧州経済でも、金融不安が現実化し、インフレの進行と相まって個人

消費を中心に景気減速感が強まりました。さらにアジア経済では、中国を始めとする新興諸国に

おいて引き続き拡大傾向にはあるものの、その伸び率は鈍化してきております。 

国内農機市場においては、農政による食糧自給率の向上策に加え、消費者の食の安全に対する危

機感などから、地産地消の機運や、国内産農産物への関心が高まっております。主要生産物であ

る米の価格が安定的であったことより、農業機械の需要に回復の兆しが見られるようになりまし

た。このような状況の中、当社グループは多様化する顧客ニーズに応える新商品を品揃えし、積

極的に販売活動を展開し、国内はもとより輸出の拡大に努めてまいりました。 

当第 2 四半期連結累計期間の売上高は、前年同期比 58 億 7 百万円(8.2％)増加し 770 億 7 百万

円となりました。国内売上高は、農機売上に回復が見られ 27 億 2 千 7 百万円(4.4％)増加の 645

億 5 千 2 百万円となりました。海外売上高は、北米ＯＥＭ先の在庫調整が終了し通常受注になっ

たことなどにより、30億 7千 9百万円(32.9％)増加の 124 億 5千 4百万円となりました。営業利

益は、増収による粗利益増により前年同期比 15 億 3 千 4 百万円増加し、12 億 1 千 4 百万円とな

りました。経常利益は、前年同期比 15 億 3 百万円増加し、11 億 2 千 6 百万円となりました。四

半期純利益は、6億 9千万円となりました。 

 

 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第 2 四半期連結会計期間末の総資産は、前年度末に比べ 9 千 3 百万円増加し 1,732 億 9 千 1

百万円となりました。資産の部では、流動資産が前年度末に比べ 16 億 9千 7百万円増加しました。

主な内訳は、受取手形及び売掛金の増加 55 億 6 千 7 百万円、棚卸資産の減少 39 億 9 千 4 百万円

などであります。固定資産は前年度末に比べ 16 億 4百万円減少しました。投資その他の資産が投

資有価証券の評価差額による減少等により 12 億 9千 4百万円減少しております。負債合計は短期

借入金の減少などにより、前年度末に比べ 3 億 7 千 9 百万円減少しております。純資産は前年度

末に比べ4億 7千 2百万円増加し、530億 2千 8百万円となりました。なお、自己資本比率は29.7％

となっております。 

 

当第 2 四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は前年度末に比べ 7 億 6 千 6 百万円

増加し 64億 5 千 4百万円となりました。 

(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

当第 2四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の増加 55

億 6 千 7百万円、たな卸資産の減少 39 億 9 千 4百万円などにより 36 億 4 百万円の収入(前年同

期比 64 億 7千 3百万円の収入増)となりました。 

(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

当第 2 四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、設備投資による支

出 21 億 5 千 5 百万円などにより 15 億 9 千 4 百万円の支出(前年同期比 13 億 5 千 1 百万円の支

出増)となりました。 

(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

当第 2四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ･フローは、短期借入金の減少な

どにより 12 億 2 千 7百万円の支出(前年同期比 60 億 8 千 1百万円の支出増)となりました。 
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３．連結業績予想に関する定性的情報 

当第2四半期累計期間における業績及び今後の見通しを勘案し、前回予想(平成20年 5月 15日)

より通期業績予想を修正いたしました。 

なお、当該予想に関する詳細は、「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

 

４．その他 

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

該当事項はありません。 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

①法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに

限定する方法によっております。 

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 19 年

3 月 14 日 企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業

会計基準委員会 平成 19 年 3 月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。

また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②棚卸資産の評価基準及び評価方法の変更 

通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法による低価法に

よっておりましたが、第 1四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業

会計基準委員会 平成 18 年 7 月 5日 企業会計基準第 9号）が適用されたことに伴い、主とし

て総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。 

この結果、従来の方法によった場合に比べて、営業利益、経常利益および税金等調整前四半

期純利益が 148 百万円それぞれ減少しております。 

③「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

第 1 四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する

当面の取扱い」（企業会計基準委員会 平成 18 年 5 月 17 日 実務対応報告第 18 号）を適用し

ております。 

なお、これによる損益へ与える影響は軽微であります。 
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５．四半期連結財務諸表 

(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年９月30日) (平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,762 5,817 

受取手形及び売掛金 34,408 28,840 

有価証券 219 53 

商品及び製品 33,840 38,363 

仕掛品 3,516 3,011 

原材料及び貯蔵品 1,291 1,267 

その他 2,484 3,430 

貸倒引当金 △ 132 △ 93 

流動資産合計 82,389 80,691 

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物(純額) 15,946 16,293 

土地 50,838 50,729 

その他(純額) 12,765 12,797 

有形固定資産合計 79,550 79,820 

無形固定資産 796 835 

投資その他の資産

投資有価証券 5,510 6,324 

その他 5,695 6,180 

貸倒引当金 △ 649 △ 655 

投資その他の資産合計 10,555 11,850 

固定資産合計 90,902 92,506 

資産合計 173,291 173,198  
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５．四半期連結財務諸表 

（1）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年９月30日) (平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 41,780 40,788 

短期借入金 22,759 25,092 

1年内償還予定の社債 40 100 

1年内返済予定の長期借入金 10,664 9,469 

未払法人税等 677 511 

賞与引当金 841 462 

その他 5,816 6,641 

流動負債合計 82,579 83,066 

固定負債

社債 2,525 2,545 

長期借入金 20,736 20,726 

再評価に係る繰延税金負債 7,595 7,595 

退職給付引当金 4,463 4,164 

役員退職慰労引当金 356 318 

その他 2,006 2,225 

固定負債合計 37,683 37,575 

負債合計 120,262 120,641 

純資産の部

株主資本

資本金 22,784 22,784 

資本剰余金 12,815 12,815 

利益剰余金 4,772 4,081 

自己株式 △ 179 △ 167 

株主資本合計 40,192 39,514 

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 710 907 

土地再評価差額金 10,527 10,527 

為替換算調整勘定 31 31 

評価・換算差額等合計 11,268 11,466 

少数株主持分 1,567 1,575 

純資産合計 53,028 52,556 

負債純資産合計 173,291 173,198  
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５．四半期連結財務諸表 

(2)四半期連結損益計算書 

（第２四半期連結累計期間） (単位：百万円)

当第２四半期連結累計期間

（自 平成20年４月１日
    至 平成20年９月30日）

売上高 77,007 

売上原価 53,630 

売上総利益 23,376 

販売費及び一般管理費 22,162 

営業利益 1,214 

営業外収益

受取利息 108 

受取配当金 87 

為替差益 103 

その他 510 

営業外収益合計 809 

営業外費用

支払利息 620 

その他 277 

営業外費用合計 897 

経常利益 1,126 

特別利益

固定資産売却益 31 

投資有価証券売却益 133 

特別利益合計 164 

特別損失

固定資産除売却損 98 

過年度役員退職慰労引当金繰入額 144 

その他 21 

特別損失合計 264 

税金等調整前四半期純利益 1,026 

法人税、住民税及び事業税 540 

法人税等調整額 △ 199 

法人税等合計 340 

少数株主損失(△) △ 4 

四半期純利益 690  
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５．四半期連結財務諸表 

(3)四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

（自 平成20年４月１日
    至 平成20年９月30日）

 営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,026

減価償却費 2,184

退職給付引当金の増減額(△は減少) 299

投資有価証券売却損益(△は益) △ 133

受取利息及び受取配当金 △ 196

支払利息 620

為替差損益(△は益) 11

有形及び無形固定資産売却損益(△は益) 66

売上債権の増減額(△は増加) △ 5,567

たな卸資産の増減額(△は増加) 3,994

仕入債務の増減額(△は減少) 992

その他 1,009

小計 4,308

利息及び配当金の受取額 194

利息の支払額 △ 629

法人税等の支払額 △ 386

法人税等の還付額 116

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,604

 投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △ 122

有価証券の売却による収入 51

有形及び無形固定資産の取得による支出 △ 2,155

有形及び無形固定資産の売却による収入 186

投資有価証券の取得による支出 △ 0

投資有価証券の売却による収入 483

定期預金の増減額(△は増加) △ 178

その他 139

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,594

 財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) △ 2,329

長期借入れによる収入 6,390

長期借入金の返済による支出 △ 5,186

社債の償還による支出 △ 80

自己株式の取得による支出 △ 12

その他 △ 9

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,227

 現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 15

 現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 766

 現金及び現金同等物の期首残高 5,687

 現金及び現金同等物の四半期末残高 6,454

当第２四半期連結累計期間
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当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 19 年 3 月 14

日 企業会計基準第 12 号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委

員会 平成 19 年 3 月 14 日 企業会計基準適用指針第 14 号）を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

 

(4)継続企業の前提に関する注記 
該当事項はありません。 

 

(5)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 
該当事項はありません。 
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【参考資料】 

前年同四半期に係る連結財務諸表等 

中間連結損益計算書 

Ⅰ 71,200 100  

Ⅱ 49,467 69.5

21,733 30.5

Ⅲ 22,053 30.9

△ 319 △ 0.4

Ⅳ 773 1.1

164

608

Ⅴ 830 1.2

613

217

△ 377 △ 0.5

Ⅵ 982 1.3

27

925

28

Ⅶ 1,583 2.2

84

385

920

140

53

△ 978 △ 1.4

430 0.6

783 1.1

8 0.0

△ 2,200 △ 3.1

(単位 百万円)

％ 

自 平成19年4月 1日
至 平成19年9月30日

前  中  間  期

製品リコール対策費用

金    額 百分比

貸 倒 損 失

中 間 純 利 益 ( △ 損 失 )

特 別 損 失

そ の 他

少 数 株 主 利 益 ( 減 算 )

税 金 等 調 整 前
中 間 純 利 益 ( △ 損 失 )

法 人 税 等 調 整 額

科　　　　　目

固 定 資 産 処 分 益

受 取 利 息 及 び 配 当 金

営 業 外 収 益

そ の 他

支 払 利 息

そ の 他

売 上 高

売 上 原 価

特 別 利 益

法人税､住民税及び事業税

固 定 資 産 処 分 損

販売費及び一般管理費

売 上 総 利 益

営 業 利 益 ( △ 損 失 )

役員退職慰労引当金取崩益

経 常 利 益 ( △ 損 失 )

投 資 有 価 証 券 売 却 益

営 業 外 費 用

特 別 退 職 金
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中間連結キャッシュ・フロー計算書 

前 中 間 期

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

税 金 等 調 整 前 中 間 純 損 失 △ 978

減 価 償 却 費 2,117

負 の の れ ん 償 却 額 △ 168

退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額 △ 1,322

投 資 有 価 証 券 売 却 損 益 △ 925

受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △ 164

支 払 利 息 537

為 替 差 損 益 △ 71

有形・無形固定資産売却損益 56

特 別 退 職 金 920

売 上 債 権 の 増 減 額 △ 1,592

棚 卸 資 産 の 増 減 額 295

仕 入 債 務 の 増 減 額 △ 140

そ の 他 216

小                   計 △ 1,219

利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 168

利 息 の 支 払 額 △ 531

特 別 退 職 金 の 支 払 額 △ 920

法 人 税 等 の 支 払 額 △ 426

法 人 税 等 の 還 付 額 59

営業活動によるキャッシュ・フロー △ 2,869

Ⅱ  投資活動によるキャッシュ・フロー

有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 △ 1

有 価 証 券 の 売 却 に よ る 収 入 1

有形・無形固定資産の取得による支出 △ 2,455

有形・無形固定資産の売却による収入 254

投資有価証券の取得による支出 △ 0

投資有価証券の売却による収入 1,762

貸 付 金 の 純 増 減 額 25

定 期 預 金 の 純 増 減 額 △ 157

そ の 他 327

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 243

Ⅲ  財務活動によるキャッシュ・フロー

短 期 借 入 金 の 純 増 減 額 △ 394

長 期 借 入 れ に よ る 収 入 9,550

長期借入金の返済による支出 △ 4,176

社 債 の 償 還 に よ る 支 出 △ 120

自 己 株 式 の 取 得 に よ る 支 出 △ 2

そ の 他 △ 3

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,853

Ⅳ  現金及び現金同等物に係る換算差額 108

Ⅴ  現金及び現金同等物の増減額 1,848

Ⅵ  現金及び現金同等物の期首残高 4,985

Ⅶ  現金及び現金同等物の中間期末残高 6,833

(単位 百万円)

自 平成19年4月 1日

至 平成19年9月30日

科      目
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